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9 : 3 0 - 1 3 : 2 0 ⾃由研究発表

■ 参 加 費  /  個 人 会 員 ： 無 料 　 非 会 員 ： 2 , 0 0 0 円 　 ※ プ ロ グ ラ ム 終 了 後 に 情 報 交 換 会 を 実 施 予 定
■ 申 込 み  /  日 本 通 信 教 育 学 会 W e b サ イ ト か ら お 申 し 込 み く だ さ い
　 h t t p s : / / j a d e - o r g . j p / p a r t y  

通信制高校の質の確保・向上のための国の取組
～「高等学校通信教育の質の確保・向上のためのガイドライン」を中心に～

1 3 : 3 0 - 1 4 : 2 0 講演

講 演 者  
文 部 科 学 省  初 等 中 等 教 育 局  参 事 官 （ 高 等 学 校 担 当 ） 付  振 興 係

　 　 　  水 野  拓 美
少子化にも関わらず通信制高校に通う生徒は急激に増えている。自由度の高い通信教育を基礎としつつ、特徴ある
コース等を設ける通信制高校もあるが、その自由さが質の低下を招いた事例も存在する。すべての高校の質確保・
向上を目指して文部科学省が実施してきた取組と背景をお伝えする。

 通信制高校の「多様化」とそのゆくえ
 ～高等学校通信制課程の質の確保・向上はいかにして可能か～

1 4 : 3 0 - 1 6 : 2 0 シンポジウム

平成から令和にかけて学校数・生徒数が増加し、「通学型」や「オンライン型」など、その「多様化」が急速に進められて
きた高等学校通信制課程（以下、通信制高校）では、現在、教育の質保障という大きな課題に直面している。本シンポジウ
ムでは、「多様化」が進む通信制高校における教育の質の確保・向上はいかにして可能かを議論の中心に据えながら、教育
関係者や教育行政関係者など、様々な立場の登壇者からの現状報告を踏まえて、会場全体でその未来を展望する。

シ ン ポ ジ ス ト  
 神 奈 川 県 立 横 浜 修 悠 館 高 等 学 校   深 田  幸 宏
 学 校 法 人 花 沢 学 園 明 聖 高 等 学 校   吉 澤  信 二
文 部 科 学 省 初 等 中 等 教 育 局 　 　   水 野  拓 美

コ ー デ ィ ネ ー タ  
愛 知 学 院 大 学 　 内 田  康 弘

会 場 ： 横 浜 情 報 文 化 セ ン タ ー 6 階  情 文 ホ ー ル
横 浜 市 中 区 日 本 大 通 1 1 番 地 　 日 本 大 通 り 駅 直 結 、 関 内 駅 徒 歩 1 0 分


